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新入生の英語能力と入試形態および動機づけに関する調査
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Focusing on their Entrance Exam Type and Motivation
河内山有佐
Arisa KOCHIYAMA
和洋女子大学　言語・文学系外国語外国文学研究室
要　旨
　本研究では、2009年度の入学前テストの結果を分析し、入試形態の違いによる英語力の差を調査する
とともに、新入生の英語学習の動機づけや意欲がテスト結果に反映するか否かを分析した。その結果、学
力試験を受験した学生とそうでない学生のテストスコアに顕著な差が見られた。また、新入生の英語学習
に対する意欲や動機づけがトータルスコアに反映するか否かをアンケート分析によって調査したところ、
英語の好き嫌い、将来希望する進路といった英語学習の動機づけや学習意欲がトータルスコアと比例する
ことが判明した。
１．はじめに
　本研究では、2009年度のプレイスメントテストの結果および新入生アンケート結果を分析し、彼らの
英語能力の実態を把握することを試み、今後の課題を検討する。まず、2004年度から2009年度までの本
学における英語教育の現状について記す。
　和洋女子大学では、2004年度における旧外国語教育研究センターの新設に伴い、英語カリキュラムの
包括的な改正の実施を開始した。主な改正点は、G-TELPという英語標準テストを活用した習熟度別英語
クラス編成の実現、事後テスト結果に基づく英語カリキュラム内容の見直しの２点である。習熟度別クラ
スの実施により、各レベルに合わせたテキストを選択したり、授業中の英語使用頻度をレベルに合わせて
調整するなど、学生のニーズやスキルに合った授業展開を可能にすることを試みた。本学の新入生は入学
式前後に行われるG-TELPを受験し、実施後直ぐに習熟度別英語クラスの編成にその結果が活用された。
クラス編成は学部ごとに異なり、人文学部は４学科合同で５レベルに、家政学部は、服飾造形学科、健康
栄養学科、生活環境学科でそれぞれ３レベルに分けられた。習熟度別クラスが適用された授業は１年生の
共通教養の英語である英語aと英語bで、2005年度までは、英語aをリーディングを中心とした英語の授業
とし、英語ｂをリスニング、リーディング、スピーキング、ライティングを総合した英語の授業と定義づ
けていた。2006年度には、英語の教育効果を促進することを目的とし、英語aと英語ｂに45分授業セメ
スター制を設け、英語aをネイティブスピーカー教員によるスピーキングと日本人教員によるライティン
グとし、英語bを日本人教員によるリスニングとリーディングとして４つの授業に細分化した。同制度の
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導入により授業で教えるべきスキルが明確化され、学生の英語力の向上が期待されることとなった。英語
aではネイティブスピーカー教員と日本人教員がスピーキング・スキルとライティング・スキルの向上を
目的とするタスクを兼ね備えた共通の教材を使用し、学生の英語力を両スキルから補って伸ばしていくこ
とを試みた。英語bのリスニングのクラスではCALL教材の使用を義務づけ、リスニング力の向上を図った。
同年度の半期終了後と後期授業最終日に英語授業担当者と受講者に英語授業に関するアンケートを実施
し、さらにG-TELPによる事後テストを実施し、改善後のカリキュラムが実際に教育効果として反映され
るか否かを調査した。これらの結果、学生や授業担当者の要望や問題点が浮かび上がり、2008年度には
これらを解決するためいくつかの新たな取り組みがなされ、その一環として45分授業のシステムが廃止
され、90分授業に戻された。新カリキュラムでは、英語aをネイティブ教員が担当し、90分授業内でスピー
キングとライティングを指導し、英語ｂを日本人教員が担当し、90分授業内でリスニングとリーディン
グを指導することとなった。
　2008年度における学部編成の変更に伴い、外国語教育研究センターは廃止され、共通教養の英語に関
する授業改善の試みは全学教育センターの外国語部門に所属する英語・英文学類の教員が行うこととなっ
た。新たな取り組みの一つとして、2009年度には、入学前テストおよび事後テストに用いる測定方法の
見直しがなされ、これまでのG-TELPからTOEIC Bridgeに切り替えられた。一方、本学では就職対策の一
環として、多様な形態でTOEICの授業を提供しており、それらの学習効果を測定するため、旧外国語教育
研究センターでは2004年度より年に３回、TOEIC IPテストを実施している。TOEICテストではなくTOEIC 
Bridgeを採用した理由は、新入生のTOEICの平均スコアが300点以下程度という現状では、TOEICテスト
で得点差が表れにくいことと、初めからTOEICを受験した場合、その結果に学生が落胆して、モチベーショ
ンを下げてしまうことが憂慮されるからである。そのため、学生のレベルにより合ったＴOEIC Bridgeを
採用することにより、学生の学習意欲を高め、さらに、２年次以降のTOEIC受験につなげるという、継続
的な学習の促進効果が期待された。
　本学では一般入試、センター入試の他に公募推薦やＡＯ入試などを積極的に取り入れている。入試の選
抜方法の多様化に伴い、学生間の学力格差が拡大し、学生全体の学力低下がみられるようになったと指摘
されている。そこで、TOEIC Bridgeによる本年度のプレイスメントテストの結果を分析し、新入生の英語
力を把握するとともに、入試形態の違いによる英語力の差を調査した。また、新入生の動機づけや意欲に
関するアンケート結果とテストスコアを比較分析し、今後の課題を検討した。
２．調査のデザイン
２．１　調査の目的
　2009年度の入学前に行ったTOEIC Bridgeの総合（トータル）と各セクション（リスニング、リーディ
ング）におけるスコアを比較し、さらに、アンケートによって調査した入試形態と学生および英語学習に
対する動機づけや意欲とトータルスコアとを照らし合わせ、学生の英語能力の実態を把握し、今後の英語
授業の改善に活かすことを目的とした。
２．２　調査方法
　2009年度の４月、入学前に習熟度別クラス分けのために全１年生に実施した英語のプレイスメントテ
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ストを分析した。テストには、リスニング、リーディングの２セクションで構成されるTOEIC Bridgeを使
用した。財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会の協力により、トータルスコアと各セクションの
スコアの分布を比較し、同時に新入生アンケートを実施し、本学入学時の入試形態、入試種類別のスコア
を調べた。また、同アンケートで、英語学習に対する意欲や学習履歴、将来希望する進路を調査しスコア
と比較することにより、学習の動機づけの効果を探った。
２．３　調査対象者
　調査対象者は、2009年４月のプレイスメントテストを受講した本学１年生681名である。
２．４ 調査項目
　調査項目は、以下の通りである。
　（１）新入生の英語力はどの程度か。リスニングスキルとリーディングスキルでは違いが見られるか。
　（２）入試の種類によって新入生のトータルスコアに差が見られるか。
　（３）新入生の英語学習に対する意欲や動機づけは、トータルスコアに反映するか。
３．調査結果
３．１　スコア分布比較
　テスト結果をその総合得点（トータル）とセクションごと（リスニング、リーディング）に比較した（図
３．１．１、３．１．２、３．１．３参照　データ提供：財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会）。
　TOEIC Bridgeのトータルは20点〜180点の２点刻みで表示される。本学の総合得点では全受験者681名
において61％の422名が100点から120点の位置に分布していることがわかった（図３．１. １参照）。
TOEIC BridgeとTOEICテストのスコア比較表より、TOEIC Bridgeの100点はTOEICテストの260点にあた
り、120点はTOEICテストの310点にあたるため、TOEICテストの４年制大学受験者スコアの全国平均
431点を大幅に下回っていることが判明した。残りのうち21.4％の学生が100点に達しておらず、新入生
のうち８割に英語の基礎学力が身についていないことが判明した。100点未満の学生にはリメディアルク
図３．１．１　2009年度事前テスト総合得点（全受験者数681名）
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ラスを設けるなどして、英語を基礎から徹底的に指導する工夫が必要であると考えられる。また、TOEIC
テストで470点にあたる150点以上の学生が11名（1.2%）おり、そのうち２名はTOEICテストで570点に
あたる160点以上を獲得していることが明らかになった。それらの学生のうち希望者にはTOEIC強化クラ
スを提供するなどして、さらなるスコアアップを目指すことが可能であろう。
　 次に、リスニングとリーディングのスコアはそれぞれ10点〜90点で表示される。図３．１．２で示す
ように、リスニングでは、全受験者のうち92％の学生が40点から60点の位置に分布し、79％の学生が
50点以上を獲得していることが分かった。リーディングでは、84％の学生が40点から60点の位置におり、
72％の学生が50点以上獲得していることが分かった。これらの結果を比較すると、受験者のリスニング
の得点がリーディングの得点を若干上回っており、入学後には、新入生のリーディングスキルの強化に、
より重きを置かなくてはいけないと考えられる。
３．２　入試形態とスコア
　次に、入試形態別にプレイスメントテストのトータルスコアを比較した（図３．２．１参照　データ提
供：財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会）。
図３．１．２　2009年度事前テストリスニング得点（全受験者681名）
図３．１．３　2009年度事前テストリーディング得点（全受験者681名）
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図３．２．１　入試形態と総合得点
（最高点、平均点、最低点）
入試形態 センター入試 一般入試 公募推薦 指定校推薦 卒業生推薦 併設校推薦 AO入試 社会人 留学生 全体
受 験 者 数 75 192 82 144 9 31 105 2 2 642
最 高 ス コ ア 172 152 148 150 146 130 150 164 118 172
平 均 ス コ ア 127.7 122.0 109.1 105.3 109.6 105.6 101.8 125.0 104.0 113.0
最 低 ス コ ア 64 82 72 66 94 66 70 86 90 64
表３．２．１　入試形態と総合得点
　本学の入試形態はセンター入試、一般入試、公募推薦、指定校推薦、卒業生推薦、併設校推薦、AO、
社会人、留学生とその種類が９つもあり、それらの選抜方法により学生間の学力に格差が生じていること
が懸念されている。表３．２．１および図３．２．１に示すように、英語においても、これらの多様な入
試形態によって、新入生の学力のばらつきが生じていることが明らかになった。種類別の平均スコアを見
ると、平均スコアで最高得点である127．７点を獲得しているのがセンター入試の受験者であり、次いで、
社会人入試の受験者が125点を、一般入試の受験者が122点をそれぞれ獲得している。これらの受験者は
英語の試験に合格するために学習しており一定の学力を保持していると考えられる。公募推薦、卒業生推
薦の受験者のスコアはともに109点で、指定校推薦、併設校推薦のスコアはともに105点である。２名と
いう少ない数ではあるが、留学生のスコアが104点であり、これは両者ともアジア圏の留学生で、母国で、
第二言語として日本語を履修したため、英語学習歴が３年未満であるという事実と関係していると考えら
れる。最も低いスコアである101.8点はAO入試受験者によるものだが、これは学力試験を行わず、事前書
類や志望理由書、エッセイなどの書類を提出させて実施するという、本学のAO入試の選考方法に原因が
あると考えられる。また、期間もかなり早期から設けているため、早期合格者は学習から遠のいてしまっ
ている可能性が高い。入学前および入学後の補充教育を適切に行うなどの配慮が求められるだろう。
３．３　英語学習動機づけ・意欲とスコア
　次に、新入生の英語学習歴や英語学習意欲に関して５項目からなるアンケート調査を実施し、テストの
スコアに反映するか否かを調べ、その調査結果をグラフに示した（図3.3.1〜図3.3.5参照　データ提供：
財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会）。
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　英語の学習意欲に関して聞いたところ、54％の新入生が意欲的な態度を示していることが明らかになっ
た。特に35％の学生が１年生で英語の授業を「すごく受けたい」と回答しており、英語授業に対する期
待が高いことが判明した。また、学習意欲がテストのトータルスコアに表れていることも明らかになった
（図３．３．１参照）。
　次に、図３．３．２に示すように、英語が好きかどうかたずねたところ、39％の新入生が好きである
と答えたが、反対に、34％の新入生が「どちらでもない」と答えており、「嫌い」と回答した学生は27％
の172名にまでのぼった。好き嫌いは得意、苦手と関連しており、英語が「苦手」であると答える学生は
同時に「嫌い」であると考えるそうである（Benesse教育研究開発センターによる「第１回　中学校英語
に関する基本調査」より）。また、この結果も顕著にトータルスコアに反映しており、英語が「とても好き」
であると回答した学生の平均点は128.6点と高得点だったのに対して、「嫌い」と回答した学生のトータ
ルスコアは106点とその差に20点以上もの開きが見られた。目先のテストだけに左右されない、魅力的
で学生の興味関心を引き出すような英語の授業を提供することが必要であると考えられる。
図３．３．１　　１年生で英語の授業を受けたい意欲と得点別分布（平均点）
図３．３．２　　１年生で英語が好きな人数と得点別分布（平均点）
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　さらに、図３．３．３に示すように、英検やTOEICなどの英語標準テストの得点を伸ばしたいか質問し
たところ、71％もの新入生が「伸ばしたい」と答えており、否定的な意見は３％しか見られなかった。
また、資格試験の得点を伸ばしたいと考えている学生のトータルスコアが必ずしも高くないことも明らか
になった。自身の英語の学力や好き嫌いに関わらず、TOEICなどの資格試験が就職活動に必要であると考
えている新入生が多くいることがうかがわれる。英語の基礎学力が身についていなく、英語に対して苦手
意識を抱いている学生にTOEICを受験してもらうために、様々なレベルや形態のTOEIC対策のクラスを提
供していくことが課題となるであろう。
　次に、「あなたの授業以外での主な学習方法はなんですか」に対する回答を図３．３．４に示す。
　授業以外の英語学習に関して質問したところ、４割もの新入生が「まったくしない」と回答しており、
多くの学生に自学自習の習慣が身についていないことが明らかになった。これらの学生のトータルスコア
と自学自習を行っている学生との平均点を比較すると、あまり差がなく、英会話スクールに通学している
学生の平均点とは7.4点しか違わなかった。また、ポータブルゲーム機で自習を行っている学生の平均点
の方が0.3点高いことが判明した。この結果から、学生に勉強方法が身についていないことが示唆される。
授業内容を定着させるため、また、英語への接触量を増やすために、家庭学習を促進させることが重要で
あることがもちろんであるが、学習方法を指導することが今後の課題として浮かび上がった。
　最後に、将来希望する業種・進路を別の得点分布（平均点）を調べ、図３．３．５に示した。
図３．３．３　英検やTOEICなどの得点を伸ばしたい意欲と得点別分布（平均点）
図３．３．４　　　授業以外での主な学習方法と得点別分布（平均点）
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　卒業後に希望する進路を質問し、トータルスコアと比較すると、「海外留学」と回答した新入生のスコ
アが121.4点と最も高く、次いで、「大学院」と回答した新入生のスコアが119.7点であった。「その他」
と答えた学生には進路を決めていない学生も含まれており、彼らのスコアは111.2点となっており、海外
留学希望者のスコアより10点も低いことが判明した。
　以上の新入生アンケート結果より、英語学習に関して、高い動機づけを持っている学生や、自律性を備
えている学生のスコアはそうでない学生のものより高く、英語学力に反映されていることが明確になった。
この結果を踏まえ、学生の学習意欲を高める授業を提供し、彼らの自律性を促進することが必須であるこ
とが明らかになった。
４．まとめ
　TOEIC Bridgeによるプレイスメントテストの結果を分析した結果、2009年度新１年生の学力は全国平
均を下回り、特にリーディングセクションのスコアに顕著に表れたため、リーディングに主眼を置いた英
語の基礎学力の向上を図る授業の重要性が明らかになった。入試の種類別のスコアを比較したところ、学
力試験を受験した学生とそうでない学生との間に顕著な差が見られた。ＡＯ入試などの選考方法を見直す
ことはもちろんであるが、それ以前に、学力試験を行わない早期合格者への入学前および入学後の補充教
育の見直しという課題が明らかになった。さらに、新入生の英語学習に対する意欲や動機づけがトータル
スコアに反映するか否かをアンケート分析によって調査したところ、英語の好き嫌い、将来希望する進路
といった英語学習の動機づけといった学習意欲がトータルスコアに表れることが判明した。また、多くの
学生に自学自習の習慣が身についていないことも、明らかになった。しかし、自習を行っている学生と自
学自習を行っている学生との英語力にはあまり差がないことも判明し、学習方法を指導することが今後の
課題として浮かび上がった。
　我々教員は、英語学習における動機づけを高め、学習者の自律学習を促すような英語授業のあり方や指
導方法を探求していかなくてはならないことが明らかになった。本研究でその動機づけとして浮かび上
がったものがTOEICなどの資格試験であり、多くの学生が、TOEICや英検の得点を、卒業後、将来の仕事
に役立てるための道具的な要因としてみなしていることが判明した。これらの動機づけを維持するような
授業を提供していくために、今後さらなる努力と研究を積み重ねていく必要があるだろう。
図３．３．５　将来希望する業種、進路別の得点別分布（平均点）
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